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に
は
受
託
生
保
に
日
本
・
太
陽
の
２
社
が
新
規
参
入

し
安
全
性
・
安
定
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
上
、
予
定

利
率
も
ア
ッ
プ
し
た
。
労
働
保
険
事
務
組
合
業
務

は
、
雇
用
保
険
の
各
種
届
け
出
を
中
心
に
速
や
か
な

申
請
を
心
が
け
、
失
業
給
付
を
は
じ
め
各
種
給
付
手

続
き
を
進
め
た
。
２
０
１
１
年
３
月
末
時
点
の
委
託

事
業
所
数
は
７
０
０
件
と
な
っ
た
。

　

銀
行
提
携
融
資
制
度
（
近
畿
大
阪
銀
行
・
保
団
連

融
資
）
は
情
報
の
提
供
と
銀
行
へ
の
斡
旋
を
行
っ

た
。
ま
た
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
（
日
本
政
策
金
融

公
庫
）
の
新
規
開
業
ロ
ー
ン
な
ど
の
活
用
・
手
続
き

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
新
規
開
業
医
会
員
を
支
援

し
た
。

　

保
険
医
年
金
と
休
保
制
度
の
決
算
や
支
払
い
状

況
、
自
主
共
済
規
制
の
動
き
な
ど
を
報
告
し
共
済
制

度
加
入
者
の
交
流
の
場
と
し
て
定
着
し
て
い
る
「
共

済
加
入
者
の
つ
ど
い
」
は
、
医
科
・
歯
科
合
同
開
催

と
な
っ
て
10
年
目
を
迎
え
た
２
０
０
９
年
に
は
２
７

２
人
が
、
２
０
１
０
年
も
２
７
６
人
が
参
加
し
た
。

　

医
療
運
動
と
並
行
し
て
、
会
員
を
臨
床
面
・
経
営

　

開
業
医
宣
言
は
、「
人
命
を
守
る
医
師
は
い
か
な

る
戦
争
を
も
容
認
で
き
な
い
。
私
た
ち
は
歴
史
の
教

訓
に
学
び
、
憲
法
の
理
念
を
体
し
て
平
和
を
脅
か
す

動
き
に
反
対
し
、
核
戦
争
の
防
止
と
核
兵
器
廃
絶
が

現
代
に
生
き
る
医
師
の
社
会
的
責
任
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
」
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。
２
０
０
６
年
に

結
成
し
た
お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
を
は
じ

め
、
医
療
従
事
者
や
医
学
生
も
対
象
に
発
足
し
た
大

阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会
は
多
彩
な
企
画
を
展
開
し

た
。

　

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
終
着
の
都
か
ら
世
界
の
非
核
平

和
を
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
「
第
21
回
反
核
医
師
・

医
学
者
の
つ
ど
い
」
が
９
月
18
日
・
19
日
に
奈
良
女

子
大
学
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
医
師
・
医
学
生
、
奈

良
県
民
ら
３
８
８
人
が
参
加
し
、
前
回
の
鹿
児
島
の

つ
ど
い
を
上
回
る
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。
俳
優
・
声
優

の
佐
々
木
梅
治
氏
の
芝
居
・
読
み
語
り
「
父
と
暮
ら

せ
ば
」（
作
：
井
上
ひ
さ
し
）
の
公
演
、
薬
師
寺
・
安

田
暎
胤
長
老
の
あ
い
さ
つ
の
ほ
か
、
テ
ィ
ル
マ
ン
・

Ａ
・
ラ
フ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会

議
）
理
事
の
記
念
講
演
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
と
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ
運
動
」、「
世
界
の
平
和
に
向
け
、奈
良
か
ら
第

一
歩
を
踏
み
だ
そ
う
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、各
地
の
活
動

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
核
兵
器
廃
絶
の

た
め
の
創
造
的
な
行
動
を
提
起
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

日
米
安
全
保
障
条
約
締
結
50
年
と
い
う
節
目
に

は
、
理
事
会
後
学
習
会
で
も
「
基
地
・
安
保
、
世
界

の
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
在
日
米
軍
基
地

や
米
軍
へ
の
「
思
い
や
り
予
算
」
の
現
状
、
憲
法
改

悪
が
経
済
や
暮
ら
し
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

（
１
）
社
保
・
臨
床
講
習
会
、新
規
開

業
医
講
習
会
、
各
種
相
談
会
な
ど

６
、
歯
科
保
険
医
の
医
療

技
術
向
上
と
経
営
を
守

る
活
動

（
２
）
第
４
回
日
常
診
療
経
験
交
流

会

　

２
０
０
９
年
６
月
、「
真
の
医
科
歯
科
融
合
を
目

指
し
て―

―

糖
尿
病
と
歯
周
病
の
危
険
な
関
係
」
を

メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
医
科
協
会
・
協
同
組
合
と
共
同
で

開
催
、
過
去
最
高
の
２
７
０
人
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
「
日
常
診
療
の
臨
床
と
実
践
」、「
日
常
診

療
の
工
夫
と
経
営
」、「
医
療
と
福
祉
の
連
携
」、「
地

域
と
職
種
間
の
連
携
」
の
４
分
科
会
で
23
演
題
の
発

表
が
あ
っ
た
。
歯
周
病
治
療
が
全
身
の
健
康
に
必
要

で
あ
り
、
医
科
・
歯
科
連
携
の
重
要
性
を
確
認
す
る

交
流
会
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
９
年
８
月
23
日
に
開
い
た
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
２
０
１
０
年
の
診
療
報
酬
改
定
と
今
後
の

歯
科
医
療
を
展
望
し
た
ほ
か
、
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ

ン
義
務
化
や
海
外
技
工
の
安
全
性
に
つ
い
て
言
及
し

た
。
２
０
１
０
年
２
月
13
日
・
14
日
の
会
員
学
習
会

で
は
、
記
念
講
演
に
都
留
民
子
・
県
立
広
島
大
学
教

授
を
招
き
、「
福
祉
国
家
フ
ラ
ン
ス
の
現
状
」
を
テ

ー
マ
に
社
会
保
障
重
視
の
欧
州
型
の
国
づ
く
り
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
２
０
１
０
年
８
月
22
日
の
サ
マ
ー
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
税
と
社
会
保
障
共
通
番
号
制
を
取
り

上
げ
た
。
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
の
内
容
は
各
地
区
で

も
取
り
上
げ
「
地
区
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
開
催
し

た
。 （

３
）
会
員
学
習
会
、
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
・
地
区
セ
ミ
ナ
ー

７
、
患
者
を
中
心
と
し
た

医
科
・
歯
科
連
携
の
推

進

　

近
年
、
歯
周
疾
患
が
も
た
ら
す
全
身
へ
の
影
響
が

注
視
さ
れ
、
特
に
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
た
り
、
ひ
い

て
は
動
脈
硬
化
や
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
な
ど
の
研
究
結
果
も
出
て
い
る
。
協
会
は

地
域
医
療
を
担
う
開
業
医
団
体
と
し
て
、
患
者
を
中

心
と
し
た
医
科
・
歯
科
の
診
療
連
携
を
進
め
る
こ
と

を
目
指
し
、
外
来
ベ
ー
ス
で
の
共
同
研
究
を
実
践
す

る
た
め
全
会
員
に
医
科
・
歯
科
連
携
医
院
と
し
て
の

登
録
を
呼
び
か
け
、
会
員
の
１
割
を
超
え
る
３
９
０

人
が
登
録
し
た
。

　

講
習
会
は
、
２
０
１
０
年
６
月
13
日
に
「
全
身
疾

患
を
持
つ
患
者
の
歯
科
臨
床
Ｑ
＆
Ａ―

医
科
歯
科
連

携
の
実
践
」（
申
偉
秀
氏
・
参
加
１
２
１
人
）、
11
月

に
は
「
こ
れ
ぞ
医
科
歯
科
連
携―

共
同
研
究
歯
周
病

と
循
環
器
疾
患
の
因
果
関
係
分
析
の
現
在
・
過
去
・

未
来
」（
藤
野
健
正
氏
・
参
加
34
人
）
を
開
催
し
た
。

８
、
く
ら
し
に
平
和
憲
法

を
生
か
す
取
り
組
み

（
１
）
協
会
未
入
会
者
へ
の
対
策
と

各
種
宣
伝

９
、
組
織
の
拡
大
と
強
化

　

２
０
０
９
年
・
２
０
１
０
年
の
２
年
度
で
、
新
規

入
会
は
２
０
６
人
、
退
会
は
１
４
５
人
、
実
増
61
人

（
前
２
年
度
比
80
・
２
％
）
と
な
り
、
２
０
１
１
年

３
月
末
日
現
在
の
組
織
現
勢
は
３
８
３
３
人
と
な
っ

た
。
２
０
１
１
年
の
協
会
設
立
40
周
年
を
視
野
に
入

れ
た
「
会
員
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
２
０
０
９
年

度
２
回
、
２
０
１
０
年
度
に
１
回
実
施
し
、
29
会
員

か
ら
紹
介
を
受
け
29
人
が
入
会
し
た
。

　

宣
伝
に
は
協
会
活
動
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
た
ほ

か
、
大
学
の
歯
学
部
や
同
窓
会
の
名
簿
に
協
会
の
宣

伝
広
告
を
掲
載
し
た
。
機
関
紙
「
大
阪
歯
科
保
険
医

新
聞
」
は
年
度
末
の
３
月
25
日
付
で
通
巻
１
０
７
０

号
を
数
え
た
。
歯
科
医
療
情
勢
を
は
じ
め
国
政
や
府

政
、
経
営
・
税
務
な
ど
の
企
画
の
ほ
か
、
会
員
の
紙

上
交
流
の
場
と
し
て
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
号
は
大
阪
府
下
の
協
会
未
入
会
者
に
も
送
付

し
、
保
険
医
協
会
の
魅
力
を
伝
え
た
。
ま
た
、
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
た
に
「
会
員
専
用
」
ペ
ー
ジ
を

設
置
し
会
員
へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
に
努
め
た
。

（
２
）
地
区
活
動
の
活
性
化
と
会
員

の
親
睦
・
交
流
活
動

　

大
阪
市
内
の
５
地
区
（
東
部
・
北
部
・
南
部
・
東

西
南
・
港
大
正
）
を
、
行
政
に
対
す
る
運
動
を
考
慮

し
た
２
次
医
療
圏
に
対
応
し
た
４
地
区
に
再
編
し
、

２
０
０
９
年
４
月
か
ら
東
部
・
西
部
・
南
部
・
北
部

の
新
し
い
４
地
区
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
の
「
文
楽
を
楽
し
む

2010年度の主な講習会開催状況
開催日 テーマ 参加 講師名（敬称略）

４月11日 解剖・生理学にもとづく舌接触補助床（PAP）療法 81 舘村卓（大阪大学大学院高次脳口腔機能学講座准教授）

５月16日 新人スタッフ総合講座　　 94 油谷純子（大阪国際短期大学部教授）、冨本昌之（協会理事）

５月23日 動物学やヒトへの進化から口の機能を探る『謎解き口腔機能
学』 63 岡崎好秀（岡山大学医学部・歯学部附属病院小児歯科講師）

６月５日 新規個別指導対策とカルテの書き方注意点 22 安積中（協会理事）、平尾清司（協会社保研究部員）
６月12日 第１回社保講習会 104 安積中（協会理事）、小澤力（協会副理事長）
６月13日 全身疾患を持つ患者の歯科臨床Ｑ＆Ａ－医科歯科連携の実践 121 申偉秀（東京保険医協会理事）
７月11日 咬合調整の基礎と臨床 135 坂東永一（徳島大学大学院名誉教授）

７月17日 第２回社保講習会 115 玉川明弘（協会社保研究部員）、吉田裕志（協会副理事長）、小山賢一（協会社保研究部員）
７月24日 アシスタントワーク基礎編　バキュームテクニック 15 冨本昌之（協会理事）
８月29日 シャープニング・スケーリングセミナー 17 福池久恵（歯科臨床学術部講師）
９月12日 睡眠時ブラキシズムと歯科臨床－合理的診断と対応法－ 102 馬場一美（昭和大学歯学部歯科補綴学講座教授）

９月18日 第３回社保講習会 87 藤井佐都樹（協会社保研究部員）、平尾清司（協会社保研究部員）、兵頭正道（協会理事）
10月９日 個別指導対策と日常のカルテの書き方注意点 96 藤井佐都樹（協会社保研究部員）
10月17日 歯科医療機関における医療安全対策 50 佐久間泰司（大阪歯科大学歯科麻酔学講座准教授）
10月24日 レセプト電子請求（オンライン請求）の適用除外手続き説明会 68 小澤力（協会副理事長）

11月７日 今昔、ビスフォスホネートのその後と口腔外科の変遷 81 大倉正也（大阪大学大学院歯学研究科統合機能口腔科学顎口腔病因病態制御学講座准教授）
11月14日 これぞ医科歯科連携 34 藤野健正（東京保険医協会理事）
11月21日 「労災保険」指定医療機関申請の説明会 89 安積中（協会理事）、大阪労働局員
11月27日 新規個別指導対策と日常のカルテの書き方注意点 16 安積中（協会理事）、小山賢一（協会社保研究部員）
12月19日 深いう蝕への対応－歯髄保存のアプローチ 113 今里聡（大阪大学大学院口腔分子感染制御学准教授）
１月16日 摂食・嚥下リハビリに必要な評価・診断 95 戸原玄（日本大学歯学部摂食機能療法学准教授）
１月22日 アシスタントワーク基礎編　バキュームテクニック 15 冨本昌之（協会理事）
２月６日 シャープニング・スケーリングセミナー 14 福池久恵（歯科臨床学術部講師）

２月20日 歯科における、精神疾患を持つ患者治療のアドバイス－発達
障害を持つ患者への対応－ 53 清水聖保（東淀川区・清水クリニック院長）

２月26日 第１回社保講習会 95 安積中（協会理事）、吉田裕志（協会副理事長）
３月５日 新規個別指導対策と日常のカルテの書き方注意点 96 安積中（協会理事）
３月６日 再根管治療のグローバルスタンダードを目指して 138 牛窪敏博（東大阪市開業）

３月26日 第２回社保講習会 91 玉川明弘（協会社保研究部員）、小澤力（協会副理事長）、小山賢一（協会社保研究部員）

《
12
面
に
つ
づ
く
》

《
10
面
か
ら
つ
づ
く
》

面
双
方
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
取
り

組
ん
だ
講
習
会
は
、「
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
」「
情

報
が
早
い
」「
ス
タ
ッ
フ
向
け
の
講
習
会
も
充
実
し

て
い
る
」
と
好
評
で
、
年
間
参
加
者
は
２
０
０
９
年

度
が
４
６
０
０
人
を
超
え
、
２
０
１
０
年
度
の
参
加

者
も
４
２
３
３
人
と
な
っ
た
。

　

講
習
会
活
動
は
、
①
毎
月
開
催
す
る
生
涯
研
修
講

座
②
点
数
説
明
会
・
社
保
講
習
会
③
地
区
組
織
単

独
、
地
区
組
織
・
専
門
部
共
催
の
講
習
会―
―

に
分

け
ら
れ
る
が
、
大
阪
で
は
専
門
部
・
地
区
組
織
単
独

の
講
習
会
だ
け
で
な
く
、
双
方
が
連
携
し
た
取
り
組

み
が
多
い
こ
と
、
会
員
だ
け
で
な
く
ス
タ
ッ
フ
を
対

象
と
し
た
講
習
・
実
習
が
豊
富
な
こ
と
が
全
国
に
は

な
い
特
徴
と
言
え
る
。
ま
た
、
保
険
請
求
の
算
定
、

返
戻
・
減
点
、
個
別
指
導
の
事
前
・
事
後
対
策
、
税

務
調
査
や
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
管
理
で
も
き
め
細
や
か

な
相
談
活
動
を
進
め
た
。


